
現時点で想定される
課題・ボトルネック

①ありたい未来
どのような状態になっても選択という豊かさを失わない岩手釜石

②課題
単一売り上げで想定数の全体をカバーできないでいる。

③なぜこの事業をやるの
か（Why）

高齢者の生きがいづくり、社会的マイノリティの生活の安定と質の向上

④地域資源
釜石市の９割を占める森林資源

⑤商品・サービスの具体
的な内容
（What）

薪の製造販売

⑥担い手（Who）
高齢者、社会的マイノリティ 課題・ボトルネックを乗り越えるため

に力を借りたい人物・企業像

⑦事業で生じる循環
直接経済循環

⑧事業で生じる成果
年商2000万円

誰もが住み暮らす街で持続的に選択と言う豊かさを失わず最後まで生活が出来るよう地域資源を最大限活用しその価値を向上させる。ま
た、それにより多くのステークスフォルダーが生まれ、環境と福祉が地域のストーリーテーマになることで持続可能性を高めた地域になることを目標
とします。

事業の骨子

製造コスト、運送コスト

大手運送企業体のCSR

ストーリー

事業のタネシート

活動地域・団体名：一般社団法人ゴジョる

事業名称１：林福連携事業の拡充
あらすじ

今そこにあるもの、見落としていたもの、つながっていなかった地域に残る価値ある資源や人財。脱炭素をキーワードにそれらを有機的に結び、
繋ぎ、点検、補修し、新たな経済循環をそこに住まう住民が自ら生み出すことで持続可能な地域社会を構築する。



現時点で想定される
課題・ボトルネック

①ありたい未来
地域の環境活動や、コミュニティ形成活動への導線ができている町。したいときに
したい活動がある釜石（＝それが地域課題の解決の一助となっている）

②課題
開花までのタイムラグ（４年）内でのモチベーションの維持

③なぜこの事業をやるの
か（Why）

獣害対策

④地域資源
釜石市内で生育するラベンダー※ラベンダーに直接的な忌避効果があるのでは
なくラベンダーを中心とした環境保全への市民意識の変容

⑤商品・サービスの具体
的な内容
（What）

ラベンダー関連商品

⑥担い手（Who）
地域住民 課題・ボトルネックを乗り越えるため

に力を借りたい人物・企業像

⑦事業で生じる循環
新規雇用の確保、環境保全の新しい担い手とそれに対するインセンティブの発生

⑧事業で生じる成果
年商300万

ロクシタンジャポン株式会社

事業名称２：獣害対策を観光資源へ　ともに生きる里山事業
あらすじ

ストーリー
全国的にも被害が拡大している獣害ですが釜石市でもその被害額は年を追うごとに拡大しています、現在は猟友会などの人員の確保や高齢
化、狩猟後の流通加工などのサプライチェーンが確立されておらず、その販路の拡大は険しい道のりとなっています。また、生物多様性の観点か
らもいかに農作物被害を食い止めなら動物と共存していくかが今後問われていくと予想しております。

事業の骨子

開花までのタイムラグ（４年）内
でのモチベーションの維持



現時点で想定される
課題・ボトルネック

①ありたい未来
再生エネルギーの活用が多様な場所で利用される釜石

②課題
海水温の温暖化は計画当初の想定をはるかに超えており、2023年度末では通
常水揚げが終了している予定だったものが生育不良により収穫ができていない実
態が浮き彫りになった。

③なぜこの事業をやるの
か（Why）

エネルギーミックスの推進、事業者の多様なエネルギー選択

④地域資源
市内９割を超える森林資源、リアス式海岸特有の山と海の距離の近さ

⑤商品・サービスの具体
的な内容
（What）

温水販売

⑥担い手（Who）
漁業者、林業家、木材加工業者 課題・ボトルネックを乗り越えるため

に力を借りたい人物・企業像

⑦事業で生じる循環
林地残材のさらなる活用、漁業者のコスト削減

⑧事業で生じる成果
年商600万円

マイクロバイオマス装置の国内品の
欠如

マイクロバイオマス装置の代理店
（ドイツ・オーストリア）

事業名称３：
あらすじ

漁業者の収益源の一つである海藻類（わかめ）の加工は現在個人単位、複数課程単位で灯油ボイラーを活用してわかめの煮揚げ加工を
行っており、これを薪ボイラーへの代替ないしマイクロバイオマスを活用した温水供給で代替できないか検討

ストーリー
ネルギー価格上昇から漁業関係者の収益性は著しく低下しております。また、世界的な温暖化の流れは釜石市でも漁獲量の低下という形で
顕在化しております。漁業者の収益源の一つである海藻類（わかめ）の加工は現在個人単位、複数課程単位で灯油ボイラーを活用してわ
かめの煮揚げ加工を行っており、これを薪ボイラーへの代替ないしマイクロバイオマスを活用した温水供給で代替できないか検討を開始しておりま
す。2023年度は第一回の加工調査を３月に実施予定

事業の骨子
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